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科学研究にみる生物と化学の接点
東北大学農学部　小　島　邦　彦
遺伝生態研究センターの前身である農学研究
所(通称;農研)とは,そこの研究者の方々と
も建物とも私には古くからおっきあいを頂いた
歴史があり,変身した今も人一倍親しみを覚え
る｡昭和27年頃,北六番丁に新しく建てられた
東北大農学部で学生実験をしていた頃,農学部
教職員がまだ間借りをしていた片平町の農研に
出向いて,実験用の蒸留水を202の藤巻瓶に詰
め,リヤカーで運んだ思い出がある｡以来,セ
ミナーあるいは意見交換にと何度農研に赴いた
ことであろうか｡この農研は近年,農学という
名前を遺伝生態に換え全学的共同利用センター
(遺生研)として新しく発足したが,不思議な
もので,そこには時代に即応した新しい研究意
欲あるいは雰囲気といったものが感じられる｡
さて話は変わるが, "生物と化学の接点"と
いう表題は,農学部の教養部学生向けのプレゼ
ミに用いたものである｡私たち農芸化学科教官
が交代で各自専門の立場から,生物と化学の融
合によって生み出された興味ある話題を中心に
講義し,生命現象の仕組みの素晴らしさを学生
に理解させようというものである｡
農学部のもう1つの化学系の学科である食糧
化学は,どちらかというとポストハーベストの
分野で,食品成分の分析とか蛋白質や脂質など
食品に関わる化学的基礎に重点がおかれている｡
これに対して私たちの農芸化学科は,動物,植
物そして微生物などの生物を直接扱い,化学的
(または物理的)手段によりその生命現象の仕
組みを解明するというように,生物そのものが
色濃く入ってくることが大きな特色といえよう｡
それでは理学部の生物学科とどこが違うのか
というと,生命現象の基礎的原理の解明にとど
まらず,これを生物がもつ有用形質の機能開発
に役立つ,作物生産(農業)とが物質生産(化
学工業)といった応用面が背景として大きく展
開している点であろう｡供試材料が車軸藻やア
メーバ-ではなくイネやムギを,珍奇な微生物
ではなく醸造工業を考えたビール酵母をという
ように,農芸化学的意識がそこに感じられる｡
つまり生物的側面と化学的側面に,もう1つ両
者の接点から生まれる生物がもつ有用形質の開
発という応用的側面をここにつけ加えておこう｡
ところで私たちの植物栄養･肥料研究室は,
この農芸化学科にあっては,作物生産を背景に
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した高等植物を扱うことが特徴で,化学的手段
によってその栄養生理的現象の解明を目指して
いる｡研究の主要なテーマの1つとなっている
｢細胞工学的手法による酸性土壌耐性植物の作
出に関する研究｣を具体例としてとり上げ,こ
れを上記の3つの側面から考えてみたいと思う｡
研究の概要は次のようである｡酸性土壌にお
ける作物の生育障害は,主として低pHに伴う
アルミニウム(Al)イオンの過剰害や難溶性AI
P04の生成に伴うリン栄養欠乏などのミネラル
ストレスによる｡そこで,培養細胞をこれらの
ストレス条件下に選抜し,その再分化により酸
性土壌耐性の植物を育成しようとするもので,
われわれは,すでにこの方法によってAl耐性
のニンジン種子の獲得に成功している｡
このAl耐性の選抜ニンジン培養細胞は非選
抜のものに比べて著しく多量のクエン酸を細胞
外に放出し,しかもそれが培地にAlが存在す
る時に際立っていることがわかった｡この細胞
レベルと類似の現象は,コムギ植物を用いた個
体レベルの無菌栽培実験によっても認められた｡
すなわち,メキシコ産のA13+耐性品種IASが
感受性品種PIMAよりもA13'ストレス下でと
くに多量のリンゴ酸を根から放出した｡なおク
エン酸やリン耳酸と違ってキレート能の小さい
コハク酸やフマル酸の放出量は比較的少なく,
また両品種間に著しい差異はみられなかった｡
以上のように個体植物あるいは培養細胞を供
試してわかったことは,今のところまだ, Al
耐性株が感受性株より多量のキレート性有機酸
を生体外に放出するという現象にすぎない｡そ
の先,培養細胞あるいは根器官でこれら有機酸
が多量に生成されることによるのか,あるいは
細胞膜の性質に変化が生じたことによるのかと
いった因果関係は今後の課題となっている｡
上記の化学的側面に立って明らかにされた生
体内の現象をもう1つの側面,生物的立場から
考えてみよう｡つまりそのような因果関係が存
在するのは,その生物が生活する上にどんな利
益があるかという,いわゆる目的論的説明であ
る｡現時点では,生体外に放出されたクエン酸
(またはリンゴ酸)のキレート化によりA13十を
解毒したり, AIP04を可給態化してリン栄養
欠乏の解消に対処すると考えている｡
さてこのAlの存在下における有機酸の放出
に関連してもう少し視野を広げて想像してみる
と面白い｡一般にアルカリ土壌を想定した高
∫
pHの難溶性鉄給源下で水耕栽培すると,ムギ
などのイネ科植物では,その鉄欠乏ストレスに
対応して根から多量のムギネ酸が放出され,そ
のキレート能により鉄を特異的に可給態化する
という面白い現象が,ここ農研時代に研究して
いた高城氏により発見された｡この生理現象は,
上記コムギ根が低pH下のA13+過剰またはリ
ン欠乏ストレスにより,水耕液中にリンゴ酸を
多量に放出するのと対照的である｡つまり土壌
pHの違いによっておこる異なるミネラルスト
レスに対応して,同一植物がそれぞれ別の根分
泌物質を放出するという,不良土壌環境に対す
る防禦手段の使い別けをしているのであろうか｡
こうした生物の合目的考え方は,植物が金属と
してAlとFeを最も多く含有する土壌におい
て自然陶汰されてきたことに由来するという,
植物進化論の世界へといっの問にかわれわれを
誘いこんでゆく｡
以上のように,化学的側面で植物のAl耐性
機構に関わる因果論的説明が与えられ,一方生
物的側面でそれによってその生物がどんな利益
にあずかるかという目的論説明があることを述
べた｡両者は不可分の関係にあり,前者の化学
的側面で新しい原因の系列として次々展開を見
せると,それに応じて生物的側面では目的論説
明が新しく生まれてくる｡そしてその因果論的
原因の系列の前途は尽きるところを知らず,そ
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こに生物を化学的に扱うバイオサイエンチスト
としての喜びを新たに感じるのである｡
では, Al耐性という植物がもつ有用形質の
開発が,作物の品種改良を通して農業生産に如
何に役立つかという第3の応用的側面における
可能性について考えてみよう｡
酸性土壌は塩類土壌と並んで世界の耕地の約
3分の1を占めているといわれている｡他方,
世界人口の爆発的増加を予測する時,近い将来,
人類の食糧確保のためにこれら不良土壌におけ
る作物生産の向上はやがて必須なものとなって
くるであろう｡しかし酸性土壌の改良資材とし
て最も重要なリン資源は,現状の使用状況のま
ま推移するならば,数十年後には枯渇がはじま
るといわれている｡ところで酸性土壌畑に投与
されたリン酸は,その10-15%が作物に吸収利
用されるにすぎず,残りの大部分は土壌中の
Alと難溶性の化合物を形成して作土中に固定
されるという｡したがって,やがてやってくる
リン資源枯渇時代に,根からキレート物質を多
量に放出して,土壌中の難溶性の固定リン酸を
溶かして吸収再利用できるような品種が育成さ
れたら,それはその時代の救世主となるであろ
う｡
最近,本学工学部では大学院組織や教養部学
生のカリキュラムなどの見直しに際し,主流の
化学や物理学に加えて生物学重視を指向してい
ると聞く｡その生物学的研究分野の将来像には,
一　われわれ農学部におけるのとは異なった独自の
進展をたどるに違いない｡私は冒頭に,遺伝生
態研究センターにおいて,近頃,人材も充実さ
れ,並々ならぬ研究の息吹といったものを感じ
る旨を述べた｡農研が,農の字を外されて遺生
研へと名前が変わったとしても,本質的に研究
の中味が変わるというのではあるまい｡生物,
とくに背景としての農業につながる高等植物を
扱い,遺伝子という言葉に代表される高度な化
学的技法を導入して画期的発展を遂げることを,
いま,私は期待している｡その研究内容に,同
じ生物的側面と化学的側面とそしてその接点に
見られる応用的側面を含みながら,われわれの
農学部にもあるいは工学部にも無かったあの農
研時代の独自の輝かしい伝統的な農業に関わる
研究業績の上に立ってこそ,それがはじめて達
成されるであろう｡
｢Genetic Ecology｣への連想
岡山大学歯学部　谷　口　茂　彦
連想などに留まっては済まされぬ,さぞかし
重い課題の"遺伝生態学"ら,直接それを業と
しない筆者にとっては,この課題"からの"で
はなくこの課題"への"もろもろの連想が収欽
する途の踏み固めが,筆者なりの問題意識の枠
組みを作る手ががりであるとして,まずは御容
認いただきたい｡
(有限感と生命文明)
かつての大学紛争の時期に,前世紀のマルク
スの諸著作について故野島徳吉教授(京都大学)
と議論した折,マルクスが立脚した"生産"杏
はじめとした概念の中には,人間活動のグロー
バルな場としての,とりわけ生産のための資源
としての地球に,彼ば`有限感"をもたなかっ
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たのでは--,とのべられたのが昨日のことの
ように想い起される｡今日でこそさまざまに危
機感を付して語られるヨーロッパの酸性雨も,
アフリカの急速な砂漠化も,南北両極地でq)激
しい汚染集積もまたアマゾンの熱帯雨林の壊滅
など, 20世紀後半において急激に壮大化した人
類の生産規模に疑いもなく起因するこれらの環
境破壊が,そのきざしこそあれまだクローズアッ
プされていなかった20年も前である｡そして今
日では,相関するこれらの環境破壊についての
主要な因果関係も,かなり理解できるまで解明
されてきた｡そして各人がこの科学的な因果関
係を,有限感とともにグローバルに今や自意識
出来る筈である｡しかし一方では,たとへば,
アマゾンの大森林が発生しこれまで無条件に地
球上の全生物圏に供給している大量の分子状酸
素の商品管理がもしも可能となったら,あのブ
ラジルは瞬時にリッチな国として君臨(実はそ
れ処ではない)する筈など,仮想の論にせよ経
済価値と市場原理を優先させる根強い立場から
の思惑などが無神経に横行しがちなとき,まさ
しくその上位に我々の視座をおくコンセンサス
こそがまず大前提とされねばなるまい｡ともあ
れかようなグローバルな因果律の共有認識と各
人の生活規範へのその組み入れは, 21世紀へ向
かう全人類に必須な課題と云えよう｡
物質世界の解明により原子,分子を扱う技術
が生まれて構築された"物質文明"に対し,壁
命を物質の｢系｣と見る解明の途一今急激に進
展中のライフサイエンスーがもたらしつつある
生命にかかわりあう新技術体系の急展開は,坐
命についての多面的な世界観の上に,地球上の
"生命文明"に人類を向かわせる原動力となろ
う｡ "生命文明"-つまり地球の生物圏で,と
もに生態系を組む人類はじめ多くの生物種の共
存が計られて,地球が生命の豊かな世界として
存続する文明基盤こそが,次の文明相-おそら
くは人間の精神文明一に先立って構築されるべ
きとするスコープ(渡辺格｢生命文明の時代が
始まる｣, VOICE(No.4)38-47(1989))は,す
でに我々の近未来につながりつつある｡
(遺伝子資源と遺伝子発現の制御)
確かにこれからの時代において,生物資源の
有用性はその遺伝子にあり,生物の歴史ととも
に各生物種が受けついで来た特性を支える遺伝
情報そのものが,これを利用する人類にとって
貴重な資源とされて行こう｡バイオテクノロジー
を志向する生産者の側に立てば,それは大腸菌
にでも組み込んで有用物質を量産するのに不可
欠な生物情報のテープに過ぎない｡上述したよ
うに,経済効果の観点から離れて生物種の共存
を念頭に置くとき,地球上に生存する1つ1つ
の生物種自身が発現する遺伝子をいうならば,
各個体の生存をかけてその発現を制御するそれ
ぞれに固有の制御遺伝子系をもしっかりそこに
含めて把握されるべきであろう｡微生物も人類
ち,それぞれに20億年なり400万年なりの問そ
の遺伝子を種間においてあらゆる形でやりとり
したりあるいはそれを新設して来たのみならず,
固有の発現制御機能も進化し精密化したことで,
獲得された新形質や新機能が生態系でのバラン
スの良い生存に結び付いたのではないだろうか｡
丁度いま私共の研究室は,ヒトをはじめ実験
動物の諸組織において,何時どのような遺伝子
がその組織を構成するどの細胞において発現さ
れ,組織特異的な機能を担うタンパクの産出が
導かれるかという,形態学が示す組織像上での
その原位置の系統的な特定(in situ hybridiza
tion)を推進中である｡特定の細胞が特定の
遺伝子を選んで一定のタイミングでそれを発現
するダイナミックかつ整然たる様相は,とくに
腫発生過程で鮮烈であり,個々の細胞において
遺伝子発現の確固たる制御がなければ,一様な
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増殖も,全組織の個性を決める分化の実現も不
可能である当然が,形造りや適応に示す遺伝子
の底知れぬポテンシャリテノイ-とともに実感さ
れる｡
遺伝子工学の現場からの今1つの実感は,冒
的の遺伝子を大腸菌に組み込んで発現させる折,メ
抗議もあたわぬレイプさながらの大腸菌がそれ
を素直に発現するか否かは,かなり気難しい問
題のようにまま見受けられることだ｡目的とす
る遺伝子が増幅されたりその産物が満足に量産
されたり,技術者側にポジティブな結果がもた
らされれば,転写制御などの微妙な問題などの
解明はさておかれるであろう｡たしかに遺伝子
工学と呼ぶ以上これは技術体系であり,それは
生化学に高性能な分光光度計が導入されたかつ
ての事態のように,基本的には方法論を豊かに
した道具に止まるという,ままある所論のよう
な側面もあるかもしれない｡しかし,この技術
の適用のさなかで認識される遺伝子の発現制御
の多彩な実像に想いを致すとき,その制御像の
奥は極めて底深く,生物が進化の過程で鍛え上
げたありとあらゆるからくりが,仕掛けられて
いるとして構えざるを得ぬその教訓こそ,テク
ノロジーを超える一つの貴重なモチーフだ｡
昆虫の体節や高等動物の背骨や指など,基本
的な配列性の支持構造の形態形成にかかわるホ
メオボックス遺伝子など,今やその最たるもの
であろう.それはいわゆるマスター遺伝子群を
次々と発現させるのに不可欠な発現制御性DN
A結合タンパク分子をコードし,さらにマスター
遺伝子のこれら産物は指令下にあるそれぞれの
下部の遺伝子モジュールを同様に発現させる｡
かような制御系の階層的構成は,腫発生系の場
合など時間と位置の情報でon offされる壮大
な配電盤に例えられることで,その機械論的な
イメジがなおさら倍加されがちとしても,各遺
伝子の発現の時間順のみならず,遺伝子産物の
形態上の並び順との対応性までが, DNA塩基
配列上での遺伝子の序列において最近示唆され
ていることは,精撤な発生プログラムを支える
構造の一端を伺わせる.かような制御系の進化
の様相を察するに,それは被制御遺伝子(構造
遺伝子など)のケースとは異なった揺さぶられ
方を千変万化の環境条件によってされてきたの
ではなかろうか｡環境情報とも何らかの形で交
錯し得る発現制御の遺伝子系の追求とその進化
の理解こそが,生態系に投影されうる遺伝子の
ダイナミックな実像を,環境情報を積極的にか
かわらせる形をとって浮かび上*.iらせ,やがて
は生態学や集EfI遺伝学に問題をつなげるのでは
ないか｡
(環境情報は遺伝情報と交錯する)
遺伝子発現のダイナミックな場においてこそ
環境情報が交錯すると見る視点の重要性を,こ
れまでの論旨からさらに強調したい｡特定の細
胞がそれに特異的な増殖因子によってその増殖
や分化が制御される時,この増殖因子の到来と
いう形で細胞外部よりもたらされる指令情報は,
それらの因子に固有な情報転送カスケード系に
より細胞内にさらに核内に送り込まれて特定の
遺伝子の発現がひきおこされる｡この転送系の
分子構成の素子として,これまで影の薄かった
糖質,脂質が近年登場してきたことの意味は深
い｡これらの非タンパク性の素子は,すべて遺
伝子の発現制御(非制御性(constitutive)の
系でもなければ外来する誘導物質などの形での
環境情報による制御をそれ自体受け得る)下で
作られる酵素タンパクにより,環境条件に支配
されたその働きで全く二次的に合成される｡つ
まりこれらの非タンパク性の素子は,遺伝子に
よる支配は直接的ではなく,むしろはるかに環
境の支配下にあると見るべきであろう｡ 1個の
卵がドラマチックな腫発生過程を経て成体に仕
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上がる全過程も,遺伝子の発現制御の場におけ
る位置と時間の内因的情報と,それにかぶさる
環境情報との交錯を可能にすべく,膝はプログ
ラムされたあらゆる仕掛けを選びつつ駆使する
仕組みを発動させているにちがいない｡
(フランソワ　ジャコブの視座)
DNA遺伝情報発現のパラダイムを築いたオ
ペロンモデルは,それまでの極めてスタティッ
クな遺伝子像に特異タンパク(もちろんそれら
もまた相応の遺伝子の産物)を実体とする複数
の分子素子を極めて大胆に導入して,必要充分
の環境情報(細胞外より到来する誘導分子など)
と応答するダイナミックな発現像をよみがえら
せた｡その仮説段階での極めて透徹した先見の
上に構築されたこのモデルは,科学史上稀有の
成功を収めた作業仮説と思われる｡遺伝子の分
子レベルの構造と細胞レベルでのその発現形態
という両階層における対応事象の同時分析と綿
密なっき合わせを,その成功因として後年語る
ジャコプは,最近の彼の自伝｢内なる肖像｣
(邦訳,みすず書房, 1989)の中に,モデル構
築時の想念の淘汰に極めて興味深い彼の証言を
盛り込んでいる｡ジャックモノは実験系となっ
たラクトースオペロン系などで証明された負の
制御(平時の抑制の解除で発動する型)を普遍
的な型としてとらえたのに対し,ジャコプは負
も正も,そしてあらゆる未知の仕掛けを直感し
たと述懐する｡ジャコブは彼自身の即物的な姿
勢において生命なる物質群の系が示す状態をま
ず重視し,研ぎすまされた直感による全体把握
を大切にするタイプと自己を分析する｡
彼が重視する生物の仕掛けのもう1つは,
"ブリコラージュ" (bricolage)という概念
(本来は構造主義のレビィ　ストロースによる
生産行動の原形態に関する社会学用語)で表現
されるという｡それは,あり合わせの道具や素
材などから適当なものを選びその転用の試行錯
誤でこれまでにないものを作り上げる作業で,
いまや全生物にゆきわたっている仕草とされっ
つある｡たとえば大野乾博士が説く重複遺伝子
の進化の過程にしろ,最近の遺伝子DNAのコ
ンピューターによる塩基配列の解析がもたらす
思わぬ相同性の少なからぬ発見-たとへばアヒ
ルの眼の主要構成タンパク,クリスタリンの構
造は,アヒル肝のエノラ-ゼや乳酸脱水素酵素
と100%相同という事実など-は,ヒトゲノム
の中で膨大な総量を占めるイントロンが内包す
る不気味な意味とも相いまって,進化の過程を
反映するブリコラージュの様相は今や如実に呈
されている｡
ジャコブのこの姿勢は,まさに一筋なわでは
御し切れぬ有核生物と対決する分子生物学の徒
にとり示唆は大きい｡ 1つ1つの個体,その個
体を形成する1つ1つの細胞が,地球上での存
続をかけてその遺伝子を発現して来た制御の歴
史とその意味が重視されない限りは,生産の具
に利用する側の一方的な論理から訣別して,地
球上での共存者の論理を志向することも結局能
わぬのではないか｡
(ゴードン　サトウのマンザナ　プロジェ
クト)
アルトンジョーンズ細胞科学センター(ニュー
ヨーク州レイクブラシッド)所長のゴードン
サトウのマンザナ　プロジェクトがもたらすイ
ンパクトは,ここに特筆するに値する｡ 1927年
生まれの日系二世の彼は,戦時中,アリゾナ砂
漠のマンザナ強制収容所で高校生活を過ごす｡
荒涼苛烈なマンザナの風土での共同生活体の自
治組織の中で,サバイバルをかけた食糧の自給
自足の原体験が,彼のドライビング　フォース
として生涯根付く｡戦争直後にGIとして来日
した彼は,この原体験の上に,第2の祖国の当
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時の飢餓様相を切実感以上のもので受け止める｡
1950年代の分子生物学の萌芽期にM.デルプリュ
ックやG.ステントの門下にあり俊秀の名の高
かりし彼は,早々と大腸菌から有核細胞の培養
系に転進する｡無血清培地での動物細胞の培養.
系を確立し,無血清系にもち込まずしては解析一
出来なかった増殖因子による遺伝子の特異的発
現などの研究分野を開拓する｡
対象の生物をコントロールして生み殖やす彼
の細胞生物学者としてのライフワーク的方策か
らのつながりは一見細いが, 70年代の後半から
はグローバルな飢餓問題の解決に献身すること
になる｡彼のマンザナでの原体験からは,太い
線でつながるマンザナ　プロジェクトとしてこ
れは国際的にアピールされて今日に至る｡未開
発な問題地域の海岸線近くのフィールドに設け
られたプールで,光合成で緑藻を,そしてbri
neshrimpを,そしてタンパク源となる魚類と
食物連鎖をっなげたエコシステムのプラントが,
チリで中国本土でそしてアフリカのエルトリア
とェチオピアで精力的に展開~される｡地球上を
駆け回り実験生態学者を自称する彼に会う度に,
細胞生物学者あるいは分子生物学の俊秀として
のかつての面影を筆者は無意識のうちに探ろう
とする｡マンザナ　プロジェクトを達成するの
に,いまどきのバイオテクノロジーの途を全面
に押し出すことのない彼のアプローチは,彼の
哲学を窺わせる｡
人頬のみが誕生させた農耕収畜文明は人類史
上での文明相の極めて重大な岐路であったに相
違ない｡しかしその延長線上に現在のさまざま
な"地球食いっぶし"現象を見るとき,筆者も
支援を惜しまぬゴードン　サトウが余生をかけ
るマンザナ　プロジェクトには: ``生命文明"
への回帰の模索以上のものを感ずるのである｡
自然と人類社会が諸階層で織りなす動的な係
わりと向き合うこの課題を,いま1990年の時点
の感性でかく想うとき,この小論で意図した収
敵の途はなお必然の発散を伴うとしても,まさ
に人類の存在と運命を強い問題意識に含みこん
だ諸科学の展開とその統合こそが,地平の彼方
を冒ざして歩まるべき大道を切り開くであろう｡
1989年度ワークショップ開催される
今回は,さきに紹介した1課題を除き,昨年
11月から今年1月にかけて開催された3課題を
紹介します｡
｢遺伝子組換え微生物の野外実験のため
の微生物アセスメント｣
今回取り上げた問題は1 )土壌中における微
生物分布の不均一性が,検出･定量にどのよう
な困難をもたらすか, 2)特定の微生物の検出･
定量が,現在どの程度の苦労で行われているか,
3)検出･定量に使用される培地材料,培養法
の問題点などである｡
報告テーマは, 1)土壌における破傷風菌の
分布一定量の試み-, 2)土壌などにおけるボ
ツリニス菌の分布, 3)ファージによるエルウ
イニア菌の検出･定量について, 4)野菜類軟
腐病菌の土壌内分布と動態, 5)土壌中におけ
るセルロース分解菌の分布マップ, 6)平板法
による土壌細菌の定量と類別,である｡
以上のような報告を中心に土壌細菌の検出･
定量法の現状と基本問題について解明を行った｡
(服部勉)
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｢植物の光反応機構の解析と変異株｣
本ワークショップでは,植物の低エネルギー
光反応の解析のための共通課題として,この突
然変異株を利用した解析法の開発と確立,そし
てそこに存在する問題点を明確にすることを試
みた｡
提供された話題は以下の通りである｡ 1)ヒゲ
カどの光反応変異株の単離と,それを利用した
光反応の解析｡ 2)藻類における変異株単雛の
現状｡ 3 )シダ植物の光反応と変異株単離の試
み｡ 4)シダ植物の光反応解析のために望まれ
る変異株｡ 5)シロイヌナズナにおける変異株
を利用した光反応の解析｡ 6)レタスを中心と
した高等植物における光反応の解析のための変
異株｡世代時間が短く,系が単純で,生長の早
い,変異株の作出に適している微生物に,シダ
植物や高等植物がどれだけ近づけるかが,研究
の進展に大きな鍵を握っていることが指摘され
た｡さらに,光受容系が複数であるような場合
の変異株の選別方法,また光受容体に関する変
異株を選別する場合,現象で選別する他に,免
疫学的方法で選別が可能か否かが討議された｡
(大瀧保)
｢集団,個体,細胞におけるイネの遺伝
子発現について｣
このワークショップはイネの系統分化に関す
る研究と,本センターの共同利用研究課題であ
る｢遺伝子組換え植物の遺伝子発現｣との接点
を探り,新たな研究の糸口,方向を兄いだすた
めに行われた｡
以下のテーマが話題提供された｡ 1)イネの
細胞融合の研究の現状｡ 2 )イネ培養細胞にお
けるアイソザイム遺伝子の発現｡ 3)イネにお
ける遺伝子組換え植物の遺伝子発現｡ 4 )イネ
植物体再分化にともなう遺伝子発現の変動｡ 5 )
イネ細胞質ゲノムの適伝子発現｡ 6)イネ生態　　-J
型分化に関わる遺伝子発現について｡ 7)イネ
の粒大および粒形に係わる主働遺伝子｡ 8)
Malti-locus associationとしてのイネの進化｡
集団,個体,細胞の各レベルにおける遺伝子
発現を解析する上で,各レベルの研究が有機的
なっながりを持っことが重要性が指摘された｡
(亀谷寿昭)
お詫び
昨年12月発行の遺伝生態研究センター通信
(第7号)に2カ所校正ミスがありました｡
｢微生物生態学の将来｣の中の3頁左段21行目
｢固体識別｣を｢個体識別｣に, 3頁石段19行
目｢常脇一郎博士｣を｢常脇恒一郎博士｣に訂
正いたします｡執筆された高桑先生をはじめ読
者の皆様にご迷惑をおかけしましたことを,お
詫びいたします｡
編集後記
研究センター通信も皆様のご支援を得て8号
を数えるまでになりました｡これからも,遺伝
生態という新しい学問分野をめぐる,意見発表,
交流の場としての役割を果していきたいと考え
ております｡研究上のトピックス,書評,関連
学会ニュース等,皆様の御投稿をお願いします｡
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